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て
現
金
へ
智
冊
献
上

今
朝
拍
車
堂
へ
太
平
御
覧
二
笈
・太
平
成
記
一
笈
御
献
上
。
御
使
者
引

上
三
太
夫
持
参
、
於
=
御
日
門
内
-
菊
池
新
三
郎
・中
村
新
兵
衛
へ
渡
之
。

-
、
消
を
詠
十

あ
る
所
也
。
日
本
紀
三
十
巻
は
三
卜
自
に
か
た
ど
り
、
此
内
科
代
各

二
品
せ
は
天
地
、
外
二
十
八
容
は
二
十
八
府
民
叙
る
也
。

一
、
日
本
型
紀
の
義
解

や
ま
と
。
や
は
天
地
問
け
し
時
の
抽
出
、
ま
と
は
端
的
の
意
。
智
紀
。
ふ

み
と
は
湾
都
を
ふ
く
み
て
と
云
俄
也
。
古
は
物
の
過
去
た
る
と
と
也
。

依
fγK
米
商
南
北
の
山
田
あ
り
。
東
は
ひ
あ
か
し
と
一
耳
儀
、
街
は
日
南
に

の
ぼ
り
て
荷
物
皆
見
ゆ
る
と
云
俄
、西
は
日
入
て
い
り
に
し
と
一
耳
依
、

北
は
狙

τ
防
来
復
の
き
た
る
と
云
儀
。
時
と
云
と
と
商
都
の
工
夫

越
候
雌
、今
税
遊
荻
候
訓
押
北
ハ
、傘
命
の
出
削
陀
候
僚
投
入
候
。
二
十
一
日

可
有
参
拘
旨
申
来
候
。
二
十
一
日
朝
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足
参
上
、
於
大
慾
税
制
御
封

面
、
於
此
所
御
料
理
出
、
巴
後
刻
於
z
小
説百院
-一柳
代
巻
議
開
柑
御
聞
被

成
候
。
甥
峨
時
服
説
明
次
K
品
引
の
切
紙
御
一
盟
主
。
於
御
勝
手
因
幡
・

筑
後
・仙
前
・信
濃
・助
制
肝
由
北
ハ
外
到
分
、
刊
誌
の
者
は
龍
山
総
間
仕
候
。

但
御
前
伺
公
無
之
、
八
時
相
務
。
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、
残
し
給
ム
御
耐
の
あ
は
れ
さ
に
堪
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宇
、
御
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し
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は
な
〈
て
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か
た
は
な
る
と
と
の
業
主
瞥
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り
府
中
る
も
、
且
は
あ
や
し
き
也
。

故
郷
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思
ひ
州
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ば
武
滋
野
の
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の
ゆ
か
り
と
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り
も
と
そ
せ
め

あ
ま
り
に
別
れ
の
せ
つ
な
る
ま

L
K
。

行
人
も
と
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ら
ぬ
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新
と
も
陀
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て
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る
身
を
い
か
に
せ
ん
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の
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に
か
け
て
、
武
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の
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も
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て
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れ
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れ
み
、
閣
の
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に
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と
と
の
架

武
阪
の
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り
中
治
け
る
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の
夜
の
長
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を
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し
旋
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さ
へ
馴

τい
ま
は
の
名
残
を
ぞ
忠
ム

故
郷
の
軒
端
の
草
は
し
げ

t
と
も
忍
ぶ

K
堪
へ
じ
武
磁
野
の
つ
き

九
月
十
四
日
。

絵
か
げ
や
み
ぎ
り
の
郊
に
治

t
露
は
沿
い
せ
ね
秋
の
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な
る
ら
ん

君
が
た
め
秋
な
き
先
陀
咲
初
て
千
と
せ
を
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を
る
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の
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ら
っ
ゆ

一
、
苅
池
武
肢
と
股
答
の
歌
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十
七
日
。

長
月
の
月
も
ろ
と
も
に
む
さ
し
射
の
尾
花
分
け
ゆ
〈
秋
の
た
び
人

前
殺
の
郊
の
い
ま
だ
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り
け
る
を
み
て
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む
す
び
付
侍
り
け
る
。

秋
も
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た
世
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も
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が
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に
ま
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